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本実証の検討背景︓グリーン基地局の取り組み

太陽光発電装置併設型基地局(グリーン基地局)での遠隔監視・制御を継続実施
通常時、災害時ともに有効的なインフラの提供を⽬指す

グリーン基地局の全国展開

【グリーン基地局導⼊の背景】

①災害対策 ソーラーパネルとリチウムイオン電池の連携で停電時の
電⼒延命効果を実証（稼働率2倍）

②環境・電⼒対策 社内電⼒の6割を占めていた基地局消費電⼒の削減を⽬的に
天気予報に連動した電⼒制御で太陽光の余剰分を有効活⽤

【グリーン基地局の状況】
2013年度より導⼊を開始し、 現在200局以上に展開中

グリーン基地局の監視画⾯

グリーン基地局の写真と構成概要図
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仙台市・ドコモ・東北⼤学の3社で
2019年から実証を開始

実験フィールドの提供 制御⼿法等に関する
アドバイザー

監視システムの開発

グリーン基地局の電⼒制御技術を応⽤した
社外の電⼒装置制御システムの開発・検証

監視・制御

地域EMS

可視化・⾼効率運⽤

仙台市役所

本実証の⽬的・連携協定の概要

【実証の⽬的】
電⼒使⽤量、発電量、蓄電量を⾒える化し、災害対応⼒の向上と
⽇々の経済コストの削減が⽬的

【検討内容】
①災害時︓防災設備（蓄電池）の遠隔監視と災害時運⽤⽀援⽅法の検討
②通常時︓ピークシフト制御実施による経済・環境・耐災害指標への影響分析

【本実証における弊社の役割】
弊社の主な役割は監視システム、及び基礎技術の研究・開発

指定避難所

ＮＴＴドコモ

仙台市役所

データ収集 制御指令

可視化 制御ルールの変更

災害⽤のバックアップ電源を設置

電⼒情報の可視化・遠隔制御を
可能とするシステムを構築

経済・環境・耐災害性を考慮した
避難所の⾼効率運⽤を実施
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⽬視確認

【サービス提供前】
・蓄電池や太陽光パネルの

状態は現地でのみ確認可能
・平常時の蓄電池の制御は

限定的

【サービス提供後】
・蓄電池や太陽光パネルの

状態を遠隔で確認可能
・平常時の蓄電池の制御を

より⾼度に実施可能

遠隔監視

遠隔制御現地制御

本システムが⽬指す提供価値

他社システムとの差別化とし
マルチベンダーへの対応，災害時の補助機能を検討

ECHONET Lite

P社製

T社製

・複数製品への遠隔監視、
制御が可能

・避難所の蓄電池のため，
災害時の利⽤補助が可能

避難所の設備
はこうなって
いるんだな

およそ○○時間
くらい電⼒は
使えるんだな

避難所運営者
（⾃治会⻑など）

通常時、災害時共に有効活⽤できるマネジメントシステムを提供する

システムを通して各拠点の情報を
遠隔で監視・制御

避難所ごとに個別で情報を確認可能
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本システムの具体的な活⽤イメージ

指定避難所の各種電⼒情報（蓄電池など）を収集、⾃動制御
平常時はピークカット制御により経済性・環境性の両⾯で貢献
災害時は避難住⺠の避難所運営の補助機能として貢献
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ピークカット制御

消費電⼒がピークとなる時間帯に蓄電池を放電、夜間に充電を⾏う制御のこと
前年度の最⼤需要電⼒からの減少幅でその効果を評価する
蓄電池の電池残量を⼀定量維持した状態で⾏うため、蓄電池劣化度の検出と併せて実施

〇〇⼩学校
・20××/×/× 13:00-15:00 1kW放電
・20××/×/× 19:00-20:00 5kW充電

Step1 : ピーク時間帯の導出 Step2 : 充放電制御 Step3 : 実績値での評価

・前年度の実績値より，ピーク時間帯
の導出を⾏います．

・ピークの出⽅をこれまでの分析の中で
１．⼀峰型
２．台形型
３．⼆峰型
と分類

・ピークに合わせてスケジュールを作成
期間中充放電制御を実施

・試験中は以下の観点を確認
・放電，充電の時間帯
・制御指⽰期間の継続性
・突発的な充電の発⽣の有無

・試験期間終了後に，電⼒会社の実績値
と⽐較し，その効果について分析
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1拠点を対象にピークカット制御を実施
電⼒コストの削減が可能なことを確認

蓄電池の劣化検知ができることを確認

ピーク時間帯に約1kWの放電
およそ2万円/年の経済効果があると
試算している

夏のピーク(8/23)のSOCおよび消費電⼒の推移

以下の評価⽅法にて試験を実施

ピーク時間帯に
何kW放電したか

充電したタイミングで
ピークが来ていないか

従来は現地確認時に担当者が異変を確認した際に
メーカーに調査依頼をすることで以下の様なデータを取得

現地での確認を⾏わず，遠隔での確認にて
蓄電池の劣化状況を推定可能

取得したデータから
蓄電池がどの程度劣化してい
るかを算出し、
劣化度に併せたピークカット
試験を実施

︓SOC[%]
︓蓄電池残容量[Wh]

蓄電池劣化度を考慮したピークカット制御結果
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蓄電池アラートを正常に監視可能
そのほか蓄電池情報を可視化

故障︓既存サービスでも通知
警告︓既存サービスでは通知なし

既存サービスのアラートと遜⾊ないことを確認

本システムにおける蓄電池情報可視化画⾯

拠点ごとの電⼒状況の可視化画⾯

遠隔での充放電制御画⾯
避難所モニター画⾯

制御⽅法は拠点ごとに変更可能
過去の制御履歴や，制御指⽰の成否も閲覧可能
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本実証の進捗状況

今年度拠点構築したおよそ半数の拠点
でピークカットの取り組みも実施中

約200箇所の指定避難所の内
89拠点を本EMSに接続

以下の評価⽅法にて試験を実施（再掲）

ピーク時間帯に
何kW放電したか

充電したタイミングで
ピークが来ていないか

各拠点ごと個別にピークカット制御のスケジュールを設定

各拠点は以下の様な構成でEMSと接続

今年度までに接続が完了した拠点マップ

クライアントPC 地域EMS拠点側電⼒設備
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来年度計画

来年度はさらにおよそ約80拠点の追加をめざす
全ての拠点の構築完了となれば、約170拠点がEMS接続となる⾒込み
同時にピークカットの取り組みも実施

約80拠点追加

・夏および冬のピークカット試験にむけて拠点調
査とスケジュール調整を実施

構築完了したこれまでの拠点

新規拠点の収容 ピークカット試験の実施

可視化画⾯の追加も同時に実施



10© 2024 NTT DOCOMO, INC. All Rights Reserved.

2021年 2022年 2023年 2024年
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

収容拠点の追加（約80拠点）
ピークカット制御の実施
商⽤化に向けた各種検討

EMSシステムの機能追加
仙台市拠点(2拠点)の収容

EMSシステムの機能追加
収容拠点の追加(10拠点)

ピークカット制御の実施・効果分析
収容拠点の追加（77拠点）

ピークカット制御の実施・効果分析

今後の実証を通して確認すること

0

5

10

15

20

25

6:0
0
8:0
0
10
:00
12
:00
14
:00
16
:00
18
:00
20
:00
22
:00 0:0

0
2:0
0
4:0
0

消
費
電
力

消費電⼒（予測） 消費電⼒（実測）

⾃動でピークシフトを実現
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ピークカット試験による経済性向上が可能かを
確かめる試験を実施・その効果を定量的に評価

環境性・耐災害性の観点をより考慮した
新たな提供価値の創出を⽬指す（基地局DRとの連動など）

実証スケジュール（2021 ~ 2024）

本実証の今後の展望

地域EMS

基地局DRAS

情報連携

指定避難所

基地局

自主DR

同タイミングで放電


